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学 習 環:境 学 研 究 序 説

一学習条件整備の方向性一

阿 部 彰

序 一一 なぜ、今、「学習環境学」なのか?

近年の教育学および関連諸分野の専門分化 と、それぞれの領域における研究の進展 と蓄積に

は目覚ま しいものがある。学習条件の改善に向けて緻密な研究成果が行政施策上にも生かされ

るようになり、幾多の実践課題の解決に大き く寄与 してきている。

しかしながら、その反面において、学問の細分化 ・専門分化や実用化が、 とか く安易な数値

至上主義や還元主義に走 り、本来、流動性、多様性、内発性の中にこそ 「生の本質」を有する

人間の精神活動を、固定的、画一的、一方的な 「見立て」によって極付け、結果的に、学習者

の 「いのち」(個性、創意性、内発性に根ざすその人らしさ)の 発露 を阻害 しかねない事態が

生 じていることも否定できない。

学習環境学は、このような実態をふまえて、人間のあらゆる学習の機会 ・場 ・関係を 「包括

的」な視座に立って考察 し、自発的、永続的、双方向的な学習活動を支援するための実際的な

指針を得ることを課題とする、いわば学習条件整備学である。この主 旨に則 して、本稿では、

学習環境学が取 り組むべき課題例を提示するとともに、その研究上の視点と方法について概観

する。

1.学 習 環 境 学 の 研 究 課 題 と 視 点

1)学 習の 「場」の点検 と調整

学習環境学の第一の課題は、生涯にわたる学習機会を整備するにあたって、多様な学習の「場」

の形態、機能可推移およびその人間形成に及ぼす影響等について実態を把握 し、各年齢段階、

地域の状況に応じた計画立案のための総合的な再点検 と調整を行 うことである。

この課題に取 り組むに当って、まず、力点と配慮が加えられなければならないのは、心身の

発達が最 も著 しい幼 ・少 ・青年期であることは言 うまでもない。脳内部の神経網がほぼ完成 し、

頭の重量が大人並 となる3歳 ごろまで、さらに神経網が身体全体に行 きわた り、脳細胞 と感覚

器官 ・運動器官 との連絡網が完成する8、9歳 ごろまで、そして、この神経網の整備 と並行 し
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て、張 りめ ぐらされた神経のネッ トワークを使って多様な行動パターンが形成され(「 回路づ

くり」)、創造活動が活発に展開される青年期ごろまでは、まさに白紙の状態か ら人間 としての

基礎部分が創られる重要な時期であ り、それぞれの段階の発達が、外からの刺激 と身体や感覚

の反応 との連動の もとに展開されるだけに、それを取 り巻 く環境条件が極めて大きなかかわ り

をもつことになるか らである。

表1-1は 、幼年期か ら青年期までの学習環境 として位置する関係領域の、子 どもとの関係

における性格 と問題点を列挙 した ものであるが、概 して、家庭、仲間、自然、地域な どが地盤

沈下 し、 日常的な人間関係や実体験部分を受け持っていた領域が後退傾向にあることが、ほぼ

全国的な傾向として定着 している(厚 生省児童家庭局r全 国家庭児童調査結果報告書』1991年)。

表1-1学 習環境 としての各領域の性格 と問題点(幼 ・少 ・青年期)

領 域 基 本 性 格 問 題 点

家 庭

・人生 の始発 ・終着点

・日常生活 の基礎訓練 の場

・人 間性、情緒性 の醸成
・個性の芽生 え と育み

・安心感、心 の拠 り所

・愛情 の過 多(盆 栽型、 召使型)

・愛情 の拒否(厳 格型、放任型)

・先取 り訓練(早 期 英才訓練 な ど)

・安易 な、役割 の外注化

・チーム ・ワーク(父 母 の連携)の 失敗

・親 の幼稚性

仲 間

・創造活動 の源泉 としての遊 び

・ 「子 どもの世界 」の共有

・経験 の補 完(異 年齢集 団 との交流)

・遊 びの時 間 ・空 間の減少

・遊 び1(相 互交流 の習慣)の 消失

・遊 びの管理 化

自 然

・内発性 、感性 、直感 力を培 う

(創作 ・創造 意欲を促す)

・ 「生の原点」を想起 させ る

(底知れぬ包容力 ・復元力)

・都市 化 と自然環境 の破壊

(経済至上 ・効率優 先主 義)、

・人間の発想の固定化(受 動型 ・画一 型)

地 域

・日常的 なふれあい、交 流の場

・親 密な人間関係

・連 帯感 、同郷意識

・都市化傾 向 による人間関係の希薄化

・価値 観、 生活 リズムの多様化

・社 会教育 施設整備 の立 ち後れ

マ ス コ ミ

・多量、同時、迅 速な情報提 供

(文化の普及 と共有に寄与)

・頻繁な、メデ ィアの交替

・権 力、利権 に弱い体質

・一方的、送 り手の論理 ・都合優先

・制度的なウ ソ(作 り上げ られた虚構)

・意識 の画一 化傾 向

・擬似 体験 の肥大 と実感 の欠落

学 校

・広範 ・多彩な体験の場

(生活、人間関係、課業)

・計画性 、組織 性、集約性

・公共性 ・開放性

(階級 的 ・特権 的性 格の払 拭)

・ 「個 性 ・自主性 」尊重 への取 り組み

の立 ち後れ(体 験 の不均衡)

・ 「豊かさ」の中の 「貧困」

(価値観 の単一化、可測的側面の偏重)

・政 治、経済 目的、学歴獲 得の手 段化

・効 率最優先 を志 向する類 似施設 の隆盛
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一方、地域や家庭の教育機能の一部を集約する形で成立 した学校(類 似施設を含む)は 、マ

スコミとともに、強い影響力を保持 しているが、知識技術の伝達、資格の付与 といった目に見

える部分については相応の役割を果たし成果をあげてはいるものの、人間関係や自然や事物 と

の密接な関係の中から 「生活の知恵」を学びとって行こうとする部分 には、従来あまり配慮が

払われなかった。だが、これらの機能は人間生活の基盤をなすものであ り、学校が地域に根さ

し生活感のあふれた存在 としての役割を果たすためには、当然重視されなければならない必須

部分である。したがって、衰退 しつつある家庭、仲間、自然、地域の機能をいかに回復、補強、

支援するか、と同時に、学校における活動に調整、補完的役割を加味しながら、いかに総体的

にバランスのとれた学習環境づ くりを工夫するか、が課題となる。

各領域の現状 と問題を、横軸(地 域性)や 縦軸(時 代性)を 伴 ってさらに精査分析を深める

ことが必要ではあるが、同時に、 この時期の学習環境のあ り方が他の世代に及ぼす影響につい

て、逆にその結果をフィー ドバックして幼少年期の学習環境の方向性を探 る指針とする目的を

含めて、集中的、継続的、学際的な視座で取 り組むこともまた重要な課題 として提起される。

たとえば、幼少時における 「遊びの三間」(時 間、仲間、空間)の 欠如や実体験(対 自然、対

人)の 不足が青少年層、成人層、老年層の各世代の生活態様や行動様式にもたらしている幾多

の具体的現象の実態把握 とその分析は、まさに、世代の枠組みを越える視座をもって環境条件

の整備を志向する学習環境学が取 り組むべきの課題のひとつである。

中高年層の学習環境 としては、それまでの学校に代わり、企業 ・団体等の帰属組織、趣味な

どの同好グループ、各種社会教育施設などが加わるが、学習機会を充実して現在及び将来の人

生の充実を期す上での課題は、当該時間の確保の問題である。従来から、残業や休 日出勤が接

待業務 とからんで日常化 し、 日本の企業は、従業員の家庭人、地域社会人 としての当然の役割

を果たすべき時間さえをも制約 している、 と国際的な批判があるように、勤務時間外の私的な

時間の利用に関 して、 きわめて無頓着、無配慮であった。ために、会社への過剰適応型人間の

輩出を促 し、企業活動を強力に支えてきた反面、退職す るや、その後の心の支え、拠 り所を一

挙に失い、 うつろに余生を空費する場合が少なくなかった。 このような人生五十年時代の慣行

は、当然、その基盤を失い、従業員の余生充実のための準備支援が、企業の社会的責任である

との認識をより明確に定着させることが、学習環境整備の前提 として必要である。

併せて、企業等の性急な人材要求が、幼少年期の学習環境にひずみをもたらしていないかを

点検することも重要な課題である。近年、職場や社会生活、家庭生活に対 して不適応症状を呈

し、人生の最高潮期を台なしにし、あげ くの果て反社会的行動に走る若者や、子育て不適応症

候群を呈 し乳幼児を虐待する高学歴の若い親が多 く見 られる。 これらの現象の背景に、はたし

て、画一性 ・柔順性 ・効率性 といった、独善的な人材要求を一貫 してかかげてきた企業 ・経営

者団体の姿勢や、それに迎合 し立身出世主義に走る親の対応が、幅広い生活力の基礎を養 うた

めに当然機能すべきであった幼少年期における学習環境の存立や役割に、何の影響をももたら

していない、まったく無関係である、 と言えるであろうか。
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老年期の生活における、幼少年期の学習環境 との関係の検証 も重要である。多年にわたる企

業人、家庭人 としての 「役割演技」から解放された老年期 こそ、まさにマイ ・ペースで、臆に

落ちる生活を通 じて生 きる実感を味わえる、「人生の春」の再来 とで も言えるときである。 こ

の とき、よみがえり、心踊 らせる素地を、幼少年期間に体得 していたか否かが、 この時期を、

それまでにも増 して充実 して締めくくる結果をもたらすのではないだろうか。 このことは、人

間関係や無駄を遠さけ感動や感激の少ない人生を送ってきた人間ほどボケ症状(老 人性痴呆症)

が出やすい、 との症例実態報告をも裏づけることになる。

2)学 習の創造的展開の支援

学習環境学の第二の課題は、創造性 と個性を育む学習環境を整備する方法 と計画に対する大

局的、かつ長期的な展望の必要性である。

可測的側面に極端に力点を置 く強引な学習環境整備が、人間の機械的対応を促 し短期的に数

値上の指標を高めるに相応の効果をもっ ものではあっても、創意 と活気に満ちた安定 した効果

を持続させることはできないものであることをわれわれは過去の経験から体得 している。

た とえば、 日本における近代教育制度がごく短かい歳月で国民一般に教育機会を提供 し、国

民の真摯な勤勉さと受容姿勢 と相侯って、欧米の水準に到達するに果たした役割は高 く評価さ

れてきた反面、長年にわた り繰 り返された画一的で硬直化 した学習素材によって、 日本人の認

知形態に不均衡が生 じ、創造性や個性の基盤 となる感性的側面が衰退 したり、高度な情報機器

を駆使できながら、対人関係や生身のコミュニケーシ ョソの能力が退化 したり、長期にわたる

知的な学習機会を経ながら、内発性、 自律性に立つ行動様式についての実体験を欠いた結果、

政治的 ・宗教的な権威、学歴、金銭に盲従 して人間性を欠 く行動を引き起 こす若者の事例を多

発せしめている。

とくに、1960年 代から世を風靡 した高度経済成長政策が現代の学習環境の変化に与えた影響

は計 り知れないの ものがある。工業化の促進をめざす需要開発や人材養成の必要から学校増設

や教員の大幅な増員が図られ、教育界にも数値上の活気がもたらされたが、産業構造 ・雇用事

情の変化、急激な都市化 ・工業化による自然環境破壊、消費経済の展開、そして、これらに伴

う国民の生活 ・金銭感覚の変化は、過疎過密化 した地域共同社会や、パー ト労働や長時間労働

で父母を遠さけた家庭から教育力を奪い、子 ども同士の連携の希薄化をもたらした。学校 も、

都市部で急激に増加 した児童生徒を収容するための施設整備に追われ、学習環境を総合的に点

検 し、調整や補完の配慮をする余裕をまったく欠いていた。それが非常事態にあたっての一時

的な対応ではな く、体質的 ・構造的なものであることは、のちに、大都市部の学校に教室や教

員配置に余裕が生 じても適切な対応策を取 り得ていないことからも明らかである。

高度成長期以後、都市部を中心に、各地に広がった子 どもたちの心のすさみに起因する現象

(校内 ・家庭内暴力、三無傾向、いじめ、登校拒否など)は 、その日常生活の中に 「いのち」

の影が見えないことに対するいらだちの反映であるといえる。幼少時から自然や仲間と生身の
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体験を重ね、内発性、 自律性に立つ行動を日々の生活で実感 してきた者にとって、多様な 「い

のち」へのおそれ ・とまどいや 「いのち」の発露を疎外 ・妨害してきた者に対する生理的な怨

念はないからである。

学習環境学は、学習者が誰もが必要 とする時にいっでも主体的に学習に参加する機会を得て、

参加と交流により自己実現が可能 となるような 「場」や 「関係」の実現を期し、過去、現在の

実態をふまえ、未来にむけての実践プランを提示 しようとするものである。

しかし、近年まで、学習環境 として最 も計画化、組織化されている学校の実態(教 授 ・学習

過程)は 、必ずしも学習者の立場や心情を配慮 したものとは言い難 く、む しろ、政治や経済上

の目的や利害に密接に結びついて展開することが少な くなかった。いわば、組織の方針に人の

行動や精神を合わせるのが教育や学習の目標であっても、逆に個 々人のニーズに徹底 して応え

るための組織を整えるような発想は、 日本の風土には長年にわたって育つことはなかった。

もとより、人は、学習を通 じて人間特有の認知 ・行動特性に由来する、相対立する資質をバ

ランスよく培い、場や状況により使い分けて、臨機応変、しなやかに生きる力、いわば 「幅広

く生 きる力」を身につける権利を等 しく有するが、それを裏づける実態(学 習環境)は 、前掲

の経緯を反映 してかなりアンバランスで、 きわめて多 くの問題をはらんでいる。

表1-2人 間の認知 ・行動特性 と学習を通 じて培われる資質

認 知 ・行 動 特 性

学習により培われる資質

内から沁み出る知恵による 外から取り込む知識による

人間の認知特性 感性 ぐ一 一・一 一 一 一 レ 理知性

人間存在の特性
昏

個性 ぐ一 一 一 嗣 一 ■← 社会性

人間の行動特性
}

自律 ・独立性 く一 蘭 一 一 一 ■レ 適応 ・依存性

倉 ↓

【学習活動の流れ】

【学習活動の支援】

Φ[ヱ]⇒ 釦 一一一一⇒ 一[■]一

1
呂

「内部 動機 」後援

(間接 ・消極的)
<一 一 一 一 一 ■レ

↑

「到 達 目標 」 提示

(直接 ・積極的)

i

学習の過程において培われる資質は、表1-2の ように2つ に区分することができる。ひと

つは、理知性、社会性、適応性など、社会において組織人 として活動するに不可欠な要素で、

人間生活の基幹部分を構成する。主 として、外部から示される到達 目標やモデルに則 して短期

的、効率的な学習が展開される。いわば、外から取 り込む知識によって培われる資質である。
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もうひ とつは、感性(感 受性、直観)、 個性、 自律性な ど、その人 らしさ、創造的発想、生き

がいなど人間生活にうるおいと生気をもたらす部分に相当する。主 として、内発的的なエネル

ギーの発露により、各 自多種多様な学習を展開する。 これは、いわば身体の中から沁みでる知

恵によって培われる資質である、といえる。

両者は、もちろん、対峙 し共存を拒否するものではな く、相関相補の密接な関係にあるが、

古今東西を通 じて、とか く、可測性が高 く、政治的 ・経済的利害が密接に絡む前者に関心 と主

力が注がれ、加えて国家(教 育政策)の 関与が偏重傾向をより助長増幅する結果をもたらして

きたといえる。今 日、教育 ・学習に関わって引き起 こされている各年代、各層のひずみや問題

行動の要因の多 くが、 このアンバランスに派生 しているとみられることから、これに関する実

態把握 と調整が緊急の課題であり、関連領域の複雑、広範さから、 ここに学習環境学の総括的

な視点が生かされることになる。

ここでは、認知構造の基礎に位置 し、人間の存在や行動を方向づける感性 と理知性 との関係

を中心に考察する。(図1-1、 表1-3参 照)

図1-1理 知性 と感性習得のプロセス 継 承

文 化 遺 産

(有形 ・無形)

対事物/対人
闘 一 一 一 一 一 一 一 ■ゆ

学 習

理 知 性

感 性

□ ⇒
●

●

●

● ■ ● ● ● ●

醸成、創造的発展

表1-3理 知性と感性の特徴 と促進基盤

理知性(知 識 ・技能) 感性(感 受性 ・共感 ・気づ き)

特 徴

量的(可 測的)

応用的

限定的、還元的

論理的、合理的

機械的、短期的、静的

模倣、忠実性

精神の硬直化 ・画一化を促す

展開に 「時間」が必要

外か ら取 り込む

教え る ・教わ るの関係

文字、言葉(伝 達容易)

「推進力」の役割

質的

基礎的(感 ずること=生 きること)

包括的、総合的(観 、勘)

直観的、情緒的

創造的、発展的、永続的、動的

独 自性、 自分 ら しさ

新鮮、若 々しさ、精妙 さをもた らす

展開 に 「空間、関係」(場)が 必要

中か らに じみ 出る(内 発性、 自分)

共生(共 に生 きる)の 関係(双 方向)

雰囲気、気配、 しぐさ(伝 達困難)

「方 向舵」の役割

促進要因

基 盤

地位、利益、学歴(手 段)

恐怖(競 争)、 緊張、権 威

机上(書 物、機械)

創 造的活動、 コミュニケー シ ョン

自由な雰囲気、 リラックス

自然 ・遊び(空 間、時間、仲間)

・人間関係(実 体験)
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教育界には 「教授 ・学習過程において、取 り上げるべきは客観的に訓練の対象 とな り得る理

知性であ り、感性は特定の人物に遺伝によって与えられた神秘的なもの として、その範囲外に

置 くべきである」 との思いこみが根強 く残っているし、近代合理主義、効率主義の立場からは

可測性の低い部分については軽視する傾向があるが、感性は、理知性 とともに、認知の基本部

分を構成 し、人間生活に不可欠な重要なはたらきである。

感性の習得プロセスは、理知性 とは異な り、各種文化遺産を形式的に受容するのではな く、

そのもつ雰囲気、傾向、気配な ど五感をフルに発揮 して獲得するのみならず、その過程を通 じ

て接触する人 との交流、コミュニケーションを通 じて得た実感、体験をも伴う。いわば、理知

性は 「外か ら」の刺激に対する大脳(新 皮質)の 反応にすぎないのに対 し、感性は、当該刺激

に対する 「内か ら」の呼応的な反応であ り、両者は認知機能において一体的な、相関的なもの

であるといえる。だか ら、理知性は、感性が伴ってこそ意味があ り、それ自体では、生命をも

たないに等 しい。理知性として 「外から」獲得するものを意味づけし、さらに発展性をもたせ、

創造的な展開を期すためには、その人独自の発想や観点を加味することが不可欠であ り、当該

素材に対する 「内か ら」の感性の発露(心 情)が 必然的に介在する。た とえば、網膜上にでき

る像はすべての人に同一に現れるはずなのに、認識に食い違いが生ずるのは、知覚は網膜上の

データを単に機械的に同化するのではな く、その人の感性を反映 した独自のイメージを創出す

るからである。書き手や歌い手の気持ち ・心情が籠められていない書物や歌は、た とえ論理的

技術的にいかにすぐれていたとしても、それだけでは読者や聞き手の琴線にふれることは少ない。

感性は、五感を駆使 した自然や人や事物との濃厚な接触(実 体験)を 通 じて育まれる。幼少

年時代の野原、川での遊び体験から友好的で楽 しい仲間関係を持続させるための我慢や配慮、

危険察知 ・回避能力などの適応能力(勘)を 獲得 し、事物のさりげない観察や友達との交流を

通 じて姿、考え方、行動を超えた微妙な差異を味わい、さらには人間が自然の事物と同一の物

質から構成されてお り土から産まれ土から生えるもので養われ土に返るものであること体得す

る(観)。 いわば、理知性が効率的に、 しかし断片的な情報を収集提供するのに対 し、感性は、

一見無駄に見えるような実体験を通じて熟成された総括的な 「生活の知恵」を蓄積提示する
。

今日における感性の育みめ難 しさは、絶対的に優勢な位置にある理知性(そ れに根ざす止め

処もない欲求)と の関係にある。近代合理主義社会は、認知構造における理知性の優位性を基

盤に成 り立ち、感性的な部分は経済効率上、無駄なものとして無視、軽視 してきた。高度成長

期において、家庭から団樂や しぐさや身ぶ りの世界を放逐 したことに象徴されるように、産業

効率に反する社会的文化的機能を贅肉視 し、感性を培 う素地を学校や社会から排除 した。感性

を欠いた人間の行動は、ますます理知性にたより、操作された情報に振 り回され、過熱、暴走

傾向を強めていることは周知の通 りである。

この事態を打開することは、惰性から脱しようとする意志さえあれば、そんなに難 しいこと

ではない。各人が、理知性に優先 して感性を働かせ、他人の心情や事物の道理を くみ取る感触

を回復させる一方、きらびやかな情報に流されることな く腋に落ちる生き方を模索 して自分ら
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しさを見いだす地道な取 り組みを行 うことである。加えて、昨今の、電子技術の開発によって

もたらされる時間的余裕を、率先 して感性的側面の補強に振 り向けるべ く方向づけるならば、

人間 とコソピュータとの良好な関係を将来にわたって約束する重要なルールとして画期的な意

味をもっことになろう。 ・

3)学 習施設の刷新

学習環境学の第三の課題は、学習環境たるにふさわしい施設の基本計画、構造、運用に関す

る全体的視座からの検討の必要である。

従来のように、狭い利用 目的を掲げ、一部の限られた用途、年齢層、対象のみに利用を制約

したり、また、管理を最優先させ、生活感覚を欠いた殺風景で収容所 もどきの施設は、学習施

設 として存立の基盤を失 う。そして、狭い行政的な縄張意識や実生活からの隔離主義を断ち切

り、代わって地域 との結びつ きや、風土、 自然、音、香 り、緑など生活実感の豊かさを土台に

した地域学習施設計画に着手されなければならない。

まず、 ここでの最大の課題は、各地域にくまな く設置され、地域住民にとってもっとも関係

の深い施設であ りながら、旧来の枠組みからの脱皮が遅れがちであった学校施設のあり方であ

る。わが国の近代学校の施設整備は、就学年限の延長、戦災 ・災害復旧、人口増加、都市化等

による量的な施設整備に追われ、質的な側面での本格的な対策は、学校増改築の必要が一段落

したここ十年来 ようやく着手され始められたにすぎない。(表1-4参 照)

1982(昭 和57)年7月8日 、文部省は、各都道府県に通知 「学校施設の文化的環境づ くりに

ついて」を発 し、「創造的で人間性ゆたかな児童生徒に資する文化的な教育環境を整備」する

よう指示 した。 この文書のなかで、文部省は、従来、学校施設が 「とか く画一化された、うる

おいの少ない施設」として文化的な要素を加える配慮に欠けていたことを率直に認め、今後の

整備計画にあたって、っぎのような諸点に留意 して検討を進めるよう提起 している。まさに、

近代学校成立以来110年 目にして学校施設整備の力点がようやく質的な側面にも及び始めたこ

とを示すものであった。

(1)校 舎の配置、造形、色彩に工夫を加える

多様な造形、色彩の内装 ・外装、工夫をこらした天井や床、吹き抜け空間や勾配

屋根などをもつ校舎

(2)校 舎壁面、床に装飾を施す

レリーフ、ステソ ドグラス、デザインに工夫された手す りな ど

(3)児 童生徒相互 ・教師とのふれあいの場、文化活動の場などを設置する

談話スペース、展示スペース、多目的ホール、食堂語 らいの広場、屋外ステージ、

屋外展示場、野外炊飯施設など

(4)屋 外環境の美化をはかる

植樹、造園、校門、植えこみ(垣 根)、校内緑地など
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(5)活 動的屋外環境を整備する

ジャングルジム、木登 りの森、冒険の森など

(6)鑑 賞用展示物を設置する

彫刻、絵画、書、郷土資料など

この趣 旨は、学校施設のうるおいのなさが、折から多発 していた校内暴力、い じめな ど児童

生徒の心の荒廃を加速 しているとの世上の認識 と一致 し、以後、全国各地で新増築にあたって

内 ・外装を従来の白や灰色一辺倒から改めた り、校舎壁面にレリーフを取 り付けた り、児童生

徒の減少による空 き教室2教 室を合体 して板張 りの多目的ホールを設置した りする工夫がなさ

れ始めた。 しか し、この方針は、各地の財政事情や児童生徒数の増減に配慮 し、可能な範囲か

ら実施 しようとする、徹底を欠 くものであったため、学習条件が極めて劣悪で 「文化的環境づ

くり」が緊急に必要 とされる都市部の過密校には、ほとんど寄与 しないという矛盾を抱えてい

た。加えて、この文書では、地域住民の文化活動の場、生涯学習の場 としての具体的な提言が

な く、学校施設内部の当面の応急的対策の性格が強かった(1990年 の中央教育審議会答申 「生

涯学習の基盤整備について」で学校の役割が明示される)。

今後の学校における学習環境の整備にあたって、 とくに留意すべきことはつぎの3点 に集約

されよう。

第一に、認知能力発達支援のため感性的側面を重視することの意義と方向性を明確にするこ

とである。 さもないと、人や自然物へのふれあいの場、実体験の場が、単に理知性の洒養のた

めの付随的なもの、息ぬきのためのものとして取 り繕われく実体が伴わない弥縫策にすり替え

られるきらいがある。

第二に、学習環境 としての学校規模の適正化(児 童生徒総数:最 大240人 程度)を 進め、現

有の校地、施設、教室のゆとりある再利用計画をたてることである。抜本的には、耐用年数が

経過 した校舎から順次全面改築を実施するが、差 し当た りは、現在の2教 室を1教 室に改造し、

校地内の緑地化を進め、生活感のあふれた学習環境づ くりを進める(図2-2参 照)。 児童生

徒数の減少傾向をむ しろ積極的に環境改善に生かすべきで、行政効率向上を掲げた安直な学校

統廃合、長期的な見通 しと視座を欠いた 「余裕教室」の目的外転用などは、 この流れに逆行す

るものである。(「余裕教室」の特別教室等への転用促進については、1988年6月 に教育助成局

長からの通知があるが、普通教室の条件改善への利用には消極的である)

第三に、学校が学習環境を整えるにあたっては地域 と二人三脚の体勢を組み、単に学校施設

の改良の視点ではな く、地域住民全体の学習 ・生活条件を充実する視点 と姿勢を堅持 しなけれ

ばならない。この観点か ら、主要施設(図 書館、体育館、小ホール、プール、屋外炊飯施設、

食堂、校内緑地)な どは地域共用(た だし、授業時には学校が優先的に使用)と して格段に充

実 したものを校地内に確保する方途を講ずるのが、地域 と学校 との日常的な交流、施設の維持

管理の利便、有効利用の上からも得策である。
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表1-4学 習条件の整備過程(1872-1994年)

1872(明5)

1886(明19)

1890(明23)

1899(明32)

1902(明35)

1903(明36>

1907(明40)

「学制」

「諸学校令」

教育勅語

【義務教育諸学校(小・中)】

小学

【後期中等教育諸学校】

小学校令

中学

(4年 義務制:1学 級最大80人)

小学校の就学率90%超 える

(1学 級定員最大70人)

小学校の義務教育年限延長

(4年 から6年 に)

単式学級が一般化

中学校令

実業学校令

高等女学校令

中等諸学校拡張

【高等教育諸学校】

大学

帝国大学令

高等学校令

専門学校令

高等科増設機運高まる

1918(大7)

1923(大12)

1926(大15)

1934(昭9)

1941(昭16)

1945(昭20)

1947(昭22)

1948(昭23)

1949(昭24)

1956(昭3D

1961(昭36)

関東大震災

昭和恐慌

室戸台風

太平洋戦争

「教育基本法」

「学校教育法」

幼稚園令

3学級2教 員制

校舎の鉄筋化始まる

義務教育年限延長〈8年 〉構想

(戦争激化で具体化に至らず)

1962(昭37)

1964(昭39)

1966(昭41)

1967(昭42)

高度経済成長はじ

まる

驚騨-
ベ ビー ブーム(一 次)に よる

小 ・中学校増設

50人学級編制達 成(小 ・中)

幼稚園振興策(人口1万 に1園)

盲・聾唖学校令

中等諸学校拡張

高等諸学校拡張(私立大)

[理工科系戦時拡張]

新講 学校発足一一L
新制大学発足

[高度成長政策による理工科系拡張]

高等専門学校制度

ペビーブーム(一次)による

高校増設

1972(昭47)

1973(昭48>

1974(昭49)

1976(昭51)

1979(昭54)

1980(昭55)

1981(昭56)

1982(昭57)

過疎過密問題

公害問題

いじめ、不登校

校内・家庭内暴力

過疎化による学校統合

都市化による学校増設

小・中校舎の高さ制限を4階に緩和

5歳 児の就園率60%を 超える

養護学校の設置義務(府県)
ベビーブーム(二次)

による小中学校増設

「ゆとりの教育」

「学校の文化的環境づくり」

50人学級編制達成

1990(平2)

1991(平3)

1992(平4)

1993(平5)

高等学校の進学率90%を越える

40人学級編制達成(小中)

ベビーブーム

による高等学校増設(二次)

18歳人口増による

高等教育諸学校拡張

(一次)

高等教育への進学率38.6%

少子化傾向

45人学級編制達成

単位制高等学校

18歳人口増による

高等教育諸学校拡張

(二次)

40人学級へ年次着手(5年 計画)

1994〔 平6) 総合学科 組織 ・カ リキ ュラム

の弾力化

[注]下線部は、学習条件の質的側面(個別・多様性に配慮)にかかわる事項を示す

大部分の事項が、量的側面(法制整備、就学人 口増、都市化、災害・戦災復旧)にかかわるものである
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2.学 習 環:境 学 の 研 究 対 象 と 研 究 方 法

1)・ 人間形成の過程と学習環境の役割 ・機能

学習環境学の研究の第一は、生涯にわたる人間形成の過程における学習の場、関係、背景に

関する多角的、具体的、継続的な調査研究にある。

実態調査報告書、各種行政文書、研究論文、映像記録など、現況把握に資する調査研究デー

タの収集分析が当該調査研究の出発点ではあるが、複雑多様な人間行動を対象 とし、感性の領

域を含む認知発達の経緯に焦点を当て、それぞれの学習環境が生涯発達に及ぼす関係を総括的

に考察するためには、当然長期的な視座に立つ調査研究の手法が用いられなければならない。

最 も、基礎的で、本調査研究の原点 として重視されなければな らないのは、各時代を個性 と

自発性を発揮 して生きてきた人々の生きさまの記録である。過ぎ去った時代を想起 し秩序立て

て記述することは、多 くの人々にとっては困難を伴い、かつ、機会も少な く、作家や一部の著

名な政治家、成功 した産業人な どの自伝、回想録、 日記な どに限定されるが、 とくに、内面的

な記述に経験 と精力を発揮 している作家の作品群には、それぞれの場において、何に影響、触

発され、 どのような行動をとり、 どのような感性の発露をみたかな どの記述が生々しく再現さ

れてお り、視点を整理する上で大いに参考になる。その技法 と視点は、一般の人々に、インタ

ビュー(面 接聞き取 り調査)に よって、豊かで身近な過去の体験を聞き出すためにきわめて有

効に活用できる。これは、学習の場のきめの細かさと奥行きを広げ、調査の手がか りや方向性

を探るために必要不可欠であるが、記憶の曖昧さを関連資料で確認補正する作業を必然的に伴

うものであることは言を侯たない。

ある時代、ある場における雰囲気、気配、傾向、人間の表情、 しぐさについては、映像資料

(映画史料)に よって、観察、分析を進める必要がある。 とくに、連続 した動 きを以て表現す

る特性を持つ映画は多 くの情報を集約かつ総合的に提示 し、改めて文書や聞き取 りでは、捕 ら

えられなかった部分の大 きさと、その重要性に気がつ く。学習環境 としての現象や印象を規定

し、具体的に表現 しているのは、その間隙、周辺に位置する雰囲気や表情などであることがわ

かるからである。劇映画など脚色 した作品 も、多 くは時代考証が精密になされているから、考

察 ・分析素材 としての価値は十分であるが、零細な規模で過酷な条件下で製作されながらも製

作者の熱意にささえられてきめの細かい描写がなされている、多 くの ドキュメソタリー作品(記

録映画 ・映像)か らは、さらなる情報 と示唆を得ることができる。

調査 ・研究資料 として、映画 ・映像を利用する方法は未だ確立 していない。調査分析の経緯、

結果を相互に交換 し容易に確認する手だてを打ち立てない限 り、当該分野の研究は文芸評論的

な域にとどまり、進展は望めない。課題は多いが、第一に、関連映{象・映画がだれでもどこで

も手軽に視聴できるような映像ライブラリーの普及 ・充実を図ること、第二に、映像 ・映画分

析を用いた研究上の基本的なルール として、時間経過をフレーム単位で明示 した 「場面展開表」

を作成すること、が当面、実現を期 して取 り組み得る部分であろう。
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さらに、調査研究の資料 として、映画会社、TV放 送局や映像 ・映画作家が製作 したものを

利用するにとどまらず、研究機関 ・研究者 自らが、学習環境研究の一環 として継続 して映像作

品を制作 し、当該資料を蓄積 し相互利用する体勢を整える必要がある。10年 、20年 規模の長期

観察や、観察対象を しぼった追跡調査記録を映像手段をも伴って進めることは、学習環境研究

を特徴づける有力な方法である。 この態勢を有効に確立 し継続せ しめることができるかが、結

果的に、研究の具体性、実証性のみならず、研究の精度、信頼性を高めることにつながる。

学習環境の背景に関する調査分析では、上記の諸手法の活用に先立ち、まず文書資料による

政策形成 ・実施過程に関する考察が徹底 して行われる。大正デモクラシー、戦争、高度経済成

長、過疎過密化など、政治 ・経済 ・社会的な変動が学習環境の構造 ・機能に連動 し、人間形成

に及ぽす影響をさぐることに焦点が置かれる。 とくに、第二次世界大戦や高度経済成長がもた

らした学習環境 に対する長期的で根の深い 「汚染」や 「教育公害」な どが、本領域において総

合的な視座を生か して取 り組むにふさわ しい課題である。

2)学 習環境整備の諸条件 と改革プラン

学習環境学の研究の第二は、前項の調査研究の成果をふまえて、学習環境整備のための政策

課題、将来計画、具体的改革プランの提言を行うことである。

これまでの考察によって、とくに高度成長期以後、長期的視座を欠 く対応の積み重ねにより、

学習環境上のアンバランスが生 じ、各世代にそのひずみが波及する懸念があることがわかった。

そ して、究極的には、それぞれの 「場」の機能の復元を期す としても、当面、学校が、その本

来持っている機能をより顕著に発揮するという意味で、調整、補完の中核的役割を担 うのが望

ましい との、方向性を見いだすことができる。

自然や人 との、 日常的に実感を伴なう接触や交流の機会をふや し、 とかく目に見えやすい成

果の陰に埋没 しがちであった内発性や創造性を育む場を、いかにして学校生活の 日々の中に定

着させるのか。差 し当り、現状の枠組み(既 設校舎 ・教室の部分改修)の 範囲内で実現を期す

とすれば、校地内の環境条件および教室内の環境のあり方に関 し、以下(図2-1、 図2-2

参照)の ような改善プランを一例 として提示することができる。

図2-1の 校地内の環境改善計画は、耐用年数が経過 し校舎の全面改築を行ったことを想定

している。在学児童生徒数は、約半分ないし3分 の1、 急増期の5分 の1程 度に減少するが、

学校が旧来の、単なる修養 ・鍛錬や知識技術伝達の場ではな く、生活 ・出会いの場、いのちを

感受する場 として、広範な学習 ・体験の機会を提供する機能拡大の趣 旨から、校舎 ・校地の基

準面積は従前通 りとする。

滝を配 し小魚や水中生物が棲息する池、校地の周辺を囲む流水路、小鳥や昆虫が集まり季節

感あふれる果実や花をつける数々の樹 ・草木があり、散策や木登 り、簡単な演奏や発表(ス テー

ジ)、野外炊飯な どの活動が 日常的に可能なことは、都市部の学校は もとより、自然環境に比

較的恵まれた農山村であって も、仲間 と一緒に大いに共通の体験を愉 しみ、生活実感 と交流を
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深めることになろう。

また、校内施設の地域住民への開放をすすめ、学校の授業に差 し支えない限 り、常時、立入

自由とする。屋外施設のキャンプ場、学校庭園、校舎内に設置する図書館、プール、体育館、

小ホール(椅 子席)、食堂は、地域 との共用施設 として、施設設備費を上乗せ し、格段に充実

したもの とするともに、・のちの維持管理が円滑に行われるように工夫する。全面改築ではなく、

校舎棟の一部を取 り壊 し改築する計画の場合には、この共用部分を別棟 としてもよいであろう。

なお、この計画の実施の際、最大の陸路 となるのは運動場の取 り扱いであろう。従前通 りの

形態で運動会を開催するとすれば、依然 として年1、2度 にすぎない使用に備えて整地 した地

面を用意 しておかなければな らないからである。 しか し、少人数で、運動を通 じて交歓する機

会 とし、競技会形式のものは別途数校が共同で公営運動場で実施することとすれば、運動場の

大幅な縮小 と、上記計画の円滑な実施が可能 となる。遊び場が少な くな り、放課後、仲間が集

まって遊ぶ習慣 を失った現代において、学校の休み時間の校庭は、大人の干渉が比較的少なく＼

しかも異年齢集団が集まって気ままな遊びが展開できる数少ない場 といってよく、きわめて重

要な意味をもつ。

図2-2の 普通教室の改装計画は、現行校舎配置の一部手直 しにより、児童生徒数の減少に

併せて、順次、早急に実現に移されるべきもの として想定 している。もとより、現行教室の面

積は、一斉教授を前提とし、切迫 した財政事情下で校舎の新増築 を続けなければならなかった

事情か ら、一人あた りのスペースを長年にわたって最小限に抑えてきている(4間 ×5間 〈7.

2m×9m>な いし6×10mの 長方形が定形であった)。「ゆ とり」や個性、創造性の酒養が

標榜されるなかで、ようや く、児童生徒数が減少に転 じた今 こそ、教室改革に着手される好機

である。「余裕 ・余剰教室」な どでは決 してな く、 しかるべき時期に教室充実に当てるべ く、

地域住民や行政担当者が地道に取 り組んできた願いと努力の結晶である。

新 しい教室は、学習スペースとくつろぎスペースに大別され、学校生活で、従来は、 とか く

付随的なもの として しか見られなかった相互交流や自主活動などが充実して行えるように周到

な配慮が加えられている。また、教室内での活動がゆったりした空間で行えるように、教室面

積が倍増 したにもかかわらず児童生徒の収容定員を20人程度に抑えている。

くつろぎスペースには、談話室 ・軽食室があ り、ソファーに座 って団簗ができる。ティー ・

タイムには、別室のキッチソ ・スペース(冷 蔵庫、レソジ、食器棚付)で 調製 した簡単な食事

が用意できる。畳敷の休憩室や板の間のテラスルームで、図書コーナーの本を読んだり、ベラ

ソダにある学級栽培園や飼育小屋で動植物の世話をすることもできるようになっている。

このような、新 しい教室構造の特色を十分に発揮させて、個性や創造性を育むために運営上、

数々の配慮がなされている。

た とえば、授業形式はフレキシブル制で、一斉授業は2-4時 間のみ、1時 間目および午後

は個別指導ない し課題学習 とする。休憩時間、昼休み、お茶の時間を交流 タイム、自主 タイム

として重視 し、時間を十分に確保する。非常時以外には全校一斉のチャイムは鳴らさず、各教
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室のペースで授業が行えるようにする。

スタッフは1学 級当た り3人 のチーム編成 とし、うち、ひとり(非 常勤:短 期)は 高等学校

ないし大学から派遣 された奉仕 ・体験活動志望生徒学生で充てる。教室内にスタッフの部屋を

設け、常駐する。

保護者、地域住民、ボラソティアな どによる授業見学、参加を歓迎 し、その体験 ・経験を語

ってもらう時間として機会として活用する。お茶の時間だけの飛び入 り参加も歓迎。

このようなプランを現実に実施に移すには、学校建築、カ リキュラム編成、教員配置などの

統一的基準 とのかかわ り、行政的 ・財施的な支援体勢の整備、共用施設建設に伴う地域 との調

整など、数 々の問題に直面する。児童生徒がその個性と創造性を存分に伸ばせる学習環境の整

備が未来社会を規定する視点から、公共事業 として関係経費を優先 し得るような発想の転換が

必要である

この学習環境(校 地 ・教室スペース)改 善構想のねらいは、その果たす役割上の 「バ ランス

回復」にあ り、結果的に、学校が各世代を通 じて生きがい支え、地域に根ざした存在 として確

固たる地歩を確立することを期している。すなわち、この構想に則 して、学校の周辺、教室の

構造を、自然や人との日常的、濃厚で実感を伴う接触や交流を促進する方向で整備することに

より児童生徒の内発性、創造性が発揮され、学びが単に机上での一方型に止まることな く、全

生活を通 じての全方向型へと転換せ しめ、かつ、図書館、体育館、プール、小ホール、食堂、

校内庭園、野外炊飯施設など、校内主要施設の地域 との共用化によって、学校 と地域住民 との

継続性にあふれた連帯 と相互協力が実現されることになる。

む す び 一 一 「い の ち 」(個 性 、創 意 性 、 内 発 性 に 根 ざ す そ の 人 ら し さ)

へ の 気 づ き と 発 露 を 支 援 す る 学 習 環 境 づ く り

学習環境学は、究極的に(人 間の精神の)生 命を育む 「土壌学」である、 といえる。

そこでは、生命を育てる基礎的部分を担いながら、その存在はきわめて地味で影が薄 く、そ

こで育つ 「主体」のうちに秘められた力による、自主性、内発的な成長にすべての望みを託 し、

その力強さに畏敬 と喜びが見いだされる。 しか も、土から生まれ土に依存 して生命を全うして

いることに気づき、そのようなかけがえのない 「いのち」の発現、継承、循環をたんたん と繰

り返す 「主体」を手助け しているという自負 と自信が、何にも代えがたい感動が伴 う。

換言すれば、学習環境学は、外的条件のみに原因を求め、対症的にその克服 と根こぎによっ

てあらゆる問題を処理 しようとする近代科学主義の立場 とは一定の距離を置 き、「主体」の復

元力、抵抗力を高め、生命体がそれを持続、継承、循環させ得るような内的条件を整えること

に、その視座 と方向性を設定するのである。



学習環境学研究序説

図2-1校 地 内施 設配置 プラン[小 学校向]
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図2-2教 室設計・迦用プラン レ1糊

イス! ロ
テ伽[K⊃ 【]

口
⇔

㎜
鯉
⑰

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ス
テ
ー
ジ

学畿磨鳳 簑漉國 備壇》、小繍 スベース
塞

霧

事験薩@

一
(下●は徹廿●具堰貌欄)

鈴
W

紬
■
W

学冒スベrス

紬
需

鈴
W

億
笈

響

-

「

テラスルrム`纒o■ 》
ト

劉 、.憎 。勝"》

控
1.8

o

趨 ⇔

エけト「潮!酬

醐 謡室 ・翻険 室

(ソ77一 。ルーム:

o亀 立糞真憂,一 力 の一 」
o「 一 百;;蕨 「一

キッチン ・

スペース
〒 一

o

難

義 材 ・敦 属嵐 図 醐
(上 部は、展紫スベ ース)

■

【注1凱8昌 ホ ワ イ ト ・嘱 一 ド(可 儀 弐)
● ■鍾 塵 鐘 倫 、 季8の 花 の 鉢
O圃 コ ピ ー●
0唱8鋤 璽 小 藍 カ メ ラ/旛 ● ビ デ オ 扇 象 シ ス 牙 ム

[教 室 運 用 上 の 関 連事 項]

・普通教室:学 級定 員20人 、占有総面積約150㎡ 。(現 行 の2教 室分)

。全室、 じゅ うたん敷 き、空調(冷 暖房)、 完全防音。

・学 習机 は正方形 と半円形 の組 み合わせで、授 業や作業の形 態に合わせて柔軟 に配置が可能 。

・机、椅子、仕切 り(魑) 、ブー ス、 ソファー等 、すべてキ ャスター付 で移動 で きるように し、常時、模様替 えや、学

級内の諸発表会、誕生 日パーテ ィ、親子共同行事、合併授業等 のためのオー ブン利用 が可能 。〈ただ し、 キ ッチソス

ペース、教員室、畳敷休憩室、ロ ッカー室等の仕切 りは固定)

・キ ッチソスペースは、給湯のみな らず、児童が簡単な調理が安全にで きる配慮 と設備を有す るもの とす る。人数分の

カップ、食器等を入れ るための食器棚、軽食保存 ・加工のための設備(冷 蔵庫、電子 レンジ等)を 完備す る。

・非常時以外、全校一斉 のチ ャイム、校 内放送は行わない。各教室の状況に合わせて、独 自のペースで平穏 に授業が展

開で きる ようにする。校内の連絡は、児童会 自主制作の広報ビデオ(週 刊)を 配布。

・授業は、フ レキシブル制で、一斉授業は2-4校 時まで。1校 時お よび午後は、個別指導ない し課題学習 とす る。成

績評価は、教科単位ではな く、具体的な行動を対象 とす る。

・授業の間の休憩時間、昼休み、お茶の時間(児 童が交代で企画実施)を 、交流 タイム として重視 し、十分 にとる。た

とえば、40分 授業で休憩20分 、昼休み80分 、お茶の時間40分 な ど。

・教員は、1学 級3人 ずつ配置、 うち一人は非常勤で、高等学校、大学か ら派遣の奉仕 ・体験活動志望者で当て る。教

室内に活動の拠点 を置 き常 駐。(専 用電話 〈ダイヤルイ ン〉を設置)全 校職員間の連絡は、情報機器(校 内電話、フ

ァックス等)に より行 う。

。放課後、残留 して教室を 自由に利用で きる。非常勤の教員(ボ ランテ ィア)が 交代で、対応す る。ただ し、夏は午後

7時 まで、その他は午後6時 まで。

・保護者、地域住民、学生ボ ランテ ィア等 による授業見学 ・参加は、常時歓迎。その体験 ・経験を語 って もらう機会 と

して大いに活用す る。お茶の時間だけの飛び入 りも大歓迎。

・教室内にあ る畳敷休憩室内の図書棚は、児童の 自主管理 とし、 自分の お気 に入 りの本を数冊ずつ持ち寄 り自由閲覧 と

し、相互理解 と話題提供に資する。

。全校の共通施設 として、食堂(ア ラカル ト ・メニ ュー)寧 、交流スペース、小ホール宰、体育館*、 プール 零、図書館 孝、

読書室、特別教室(実 験室、視聴覚室、音楽 室、家庭 科室、図工室等)を 別途用意 する(*は 、地 域 との共 用施設 と

し、格段 に充実 させる。授業中は、学校優先使用)。 トイレを含 め、諸施設を居住性 を高め る観 点か ら再 点検 し、整

備す る。
・教室内の清掃は、ふだんは、児童が当番制で実施す る。ただ し、週2回(休 日)は 、専門業者に委託 して総点検、汚

れ落 としを念入 りに行 う。

・学校週休は、水曜 日と日曜 日とす る。土曜 日は通常授業 とし、保護者が気軽 に参加で きる行事や授業プ ログ ラムを組

む。
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[注]

本稿は、下記に掲げる既発表の拙著論文の底流にある視点、課題、方法等を集約 したもので

ある。

なお、図表は、本稿のために新たに作成 した。

1)「 イメージ分析の手法による学習環境論序説」

(放送教育開発セソター 『研究紀要』第7号 、1992年 所収)

2)「 学習環境論序説一一映画史料のイメージ分析によるアプローチ」

(r人間形成 と学習環境に関する映画史料情報集成』風間書房、1993年 所収)

3)「 校歌論一一豊中市立学校の学習環境イメージ」

(豊中市史編纂委員会r市 史研究紀要』第2号 、1993年 所収)

4)「 下村兼史論一一内に情熱を秘めたく案山子〉」

(r大阪大学人間科学部紀要』第20巻 、1994年 所収)

5)「 史料 としての映画研究序説一一教育関係映画を中心 として」

(r大阪大学人間科学部紀要』第14巻 、1988年 所収)

6)「 ドキュメンタリー映画論」(『大阪大学人間科学部紀要』第16巻 、1990年 所収)

7)「 ドキュメンタリー映画の製作」(r大 阪大学人間科学部紀要』第19巻 、1993年 所収)

8)「 対 日占領における民間情報政策一一ナ トコによる啓蒙活動の実態 と背景」

(『大阪大学人間科学部紀要』第9巻 、1983年 所収)
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2)細 谷俊夫 『教育環境学』(目黒書店、1951年)
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16)坂 田明r瀬 戸 内 の 困 った ガキ 』(晶 文 社 、1994年)

17)笹 山 久三 『幼 年期 か が や く大 気 の な か で』(農 文 協 、1992年)

18)菅 野誠 、 佐藤 譲 『日本 の学 校 建 築』 〈本 編、 資料 編 〉(文 教 ニ ュー ス社 、1983年)

19)INAX『 学 校 建 築 の 冒険 』(株 式 会 社INAX、1988年)

20)手 塚 郁 恵r森 と牧 場 の あ る学校 』(春 秋 社 、1991年)

21)A.D.Pellegrini"SchoolRecessandPlaygroundBehavior一 一Educationaland

DevelopmentalRoles"(StateUniv.pressofNewYork、1995年)

22)S.Maclure"EducationalDevelopmentandSchoolBuilding

一一AspectofPublicPolicy"(LongmannGroupLimited,1984年)

[参考 映 像]*は 、16粍映画フィルム
いずれも大阪大学人問科学部教育制度学研究室所蔵

1)『 こ ど も議 会 』(東 宝教 育 映 画 、1947年 、19分)*

2)『 町 も学 校 』[原 題 名 は"NEARHOME"](イ ギ リスベ ー シ ック フ ィル ム 〈 イ ギ リス 〉、

1948年 、23分)*

3)『 夜 間 中学 』(日 本 大 学 芸 術 学 部 、1956年 、42分)*

4)r九 十 九 里 浜 の子 供 た ち』(東 映 教育 映 画部 、1956年 、31分)*

5)rア リサ ー 一 ヒ トか ら人 間 へ の記 録 』(青 銅 プ ロ ダ クシ ョン 、1986年 、78分)*

6)『 や か ま し村 の子 ど もた ち』(SvenskFilmindustri〈 ス ウ ェー デ ン 〉、1986年 、90分)

7)『 自然 は先 生 一 一森 の 中 の泥 ん こ保 育 園 』(東 京 テ レビ ジ ョン、1993年 、45分)

8)『 大 草原 の少 女 み ゆ きち ゃん』(北 海 道 放 送 、1991年 、69分)

9)r北 上 川 とカ ッパ た ち』(岩 手放 送 、1991年 、45分)

10)『 放 課 後 の子 ど もた ち』(民 間 放 送 教 育 協 議 会 、1989年 、45分)

11)『 水 上 隣保 館 の子 供 た ち』(毎 日放 送 、1995年,58分)
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Howcanwemakebetterconditionsforcultivatingourpersonality,creativityandspon-

taneIty

bythecontactwithenvironmentalfactors?

AkfraABE

Thisessayistheessenceofmyseveralpapersorliteraryworksonabovetheme,published

コ
1nreCentyearS.

Approachingthistheme,IhavebeenlayingstressonthefoUow量ngpoints. .

Thelstpointistoresearchontheplaceswherewecultivateourpersonality,creativityand

spontaneity,thegenerationswhenwedoso,and .theinfluencesthatonegenerationproduces

uponanother.Forexample,inohrchildhood,it'sveryimportantandhappytohavefulltime

ofplayingfullywithmanyotherfriendsinthefields,forestsorriversides.Therefbrethe

experimentsofthosedaysexercisevariousinfluencesuponone'sthought,feelingand

behabiorthrollghlife.Violencesintheschoolorhome,sexless-couplesorsexualaboidanceof

eliteyouth,unadaptabilitytothecompany,theschoolorotherorg…mizationandsoon,the

mostofthesetroublesmaybeconcemedcontactlywithchildhoodbehavior.

The2ndpointistoanalizewhatistheessencialandusufulfactorsoncultivatingour

personality,creativityandspontaneity。Forexample,instudiesontheimpactofthesur-

roundinginchildhood,wehavegivelljustlittleattentiontotheroles .oftheun-measurable

factorssuchasatomosphere,signs,tendency,feelings,intuitionandsoon,thatmayhavea

potentinfluenceuponchildrenthanthemeasurab玉e.Wemusttakeactionforkeepingbalance

between.theun-measurableandthemeasurable,underthebiasofla貢ngweightupomthe

㎜ 一measurablefactors.

The3rdpointistosuggesthowwecanarrangesuitableplacesandchancesforcultivating

ourpersonality,creativityandspontaneity。Forexample,atminimumcostandmoneywecan

getmorebetterschoQlsforassociatipgeachotherandcontactingwithnaturalobjects,by

enlargingclassroomstwicesizeandrefreshingschoo1-grounds.Intheclassroom,thespaces

forchildren'scommucationandrelaxationisessentialtoabove-mentionedcultivation.AsWe

havebeenregardtheclassroomasthespaceforonlymakinglecturebyonewayfromteacher

tochildren,wehavebe侍nprovidedonlyjustnarrowclassroom-sp姻ceforlongtime.The

playgroundalsohavebeenlackingintaste,suchaswidetrack-field,thatisusedonlyoneor

twiceinayear,placesinthecenter,andshoolgarden,treesforwatchingbirds,flowersor

fruitsandspacesforfamiliartalkaresentawaytothecomerofschool-ground.

Asthemethodsuitableforresearchingthis.thema,IhaveusedthefolloWinginmyrecent
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works.

Thelstisthepracticaluseofone'slifestoryormemoirs,inordertoresearchIongitudinal

relationsbetweenoneandellvironmentalaffairs,especiallyconcerningpersonswhospent

theh・1ifeoffu皿personahty,creativityandspontaneity.Throughthe"conversation"withthem,

wecancatchtheinfluencesofsurroundingfactorsonbuildingupone'scharacter.

The2ndisthepracticaluseofcine-filmspicturingchildren's.1ifeinthosedaysandvideo

recordingitinthesedays.Theyareveryusufulinorderto㎞owespeciallysigns,tendency,

feelings,intuitionandsoon,thatweneverclearlyfindoutinthepapers.Forprepahng,

morebetterconditionsforthesameresearch,wemustbutalsotrytoproducemanykindsof

video-documentsasourresearchmaterialsforgettingmoreaccuraterdatabyobserving

vivaciousbehabiors,notonlytousecine-filmsorvideoproducedbynlot三 〇n-picture-company

orTVbroadcasting-station.


